
［成果情報名］獣害防護柵（ワイヤーメッシュ柵）の下部補強に直管パイプが有効 

［要約］線径 3.2 ㎜で下部が補強されていないワイヤーメッシュ柵は、線径 4.0 ㎜以上の

ワイヤーメッシュ柵よりも損傷が多いが、下部を直管パイプで補強することで下部の損

傷を少なくできる。 
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［背景・ねらい］ 

鳥獣被害防止総合対策交付金事業により、三重県内にイノシシ、シカ等の侵入防止する

ための集落防護柵の設置が進められつつあるが、その効果は集落間で大きな差がある。そ

こで、事業効果を高めるための要因を抽出し、今後の効果的な事業推進を図る。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．線径 3.2 ㎜のワイヤーメッシュ柵を設置した集落では、防護柵の強度不足がイ

ノシシ、シカの侵入原因であると考えている所が多い（図１）。特に柵下部の損傷

（図２）が多く見られるが、直管パイプで下部補強することが柵下部の損傷を減

少させるのに有効である（表１）。 

 

２．直管パイプによる補強方法は、ワイヤーメッシュ柵の支柱及びメッシュ部の地際（地

面から 15 ㎝以内）に直管パイプを結束線（#21）で複数箇所を結束し、直管パイプ（直

径 19.1 ㎜）を固定させる（図３）。  

 

３．直管パイプで補強する場合の資材費は約 150 円/m（表２）である。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．イノシシ・シカによって柵下部が損傷する既設のワイヤーメッシュ柵の補強技術とし

て活用できる。  

２．直管パイプによって補強した柵であっても損傷を受けることはあり、定期的な見回り

は必要である。  

３．ワイヤーメッシュの溶接が外れるなどの損傷がある場合は、補修したうえで直管パイ

プを設置する必要がある。 

４．ワイヤーメッシュ柵の上部の損傷は柵の高さ（今回の調査対象では線径 3.2 ㎜の柵は

約 170cm、線径 4.0 ㎜及び 5.0 ㎜の柵は約 200cm）も影響していると考えられる。上部

に損傷が多い場合は、別途対策を検討する必要がある。  

５．新たにワイヤーメッシュ柵を導入する場合は上部損傷のリスク等も考慮し、線径 5.0

㎜程度、シカも対象とするなら高さ 200cm 以上の柵を選択することが望ましい。  




